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次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
令
和
三
年
度
予
算
の
公
表	

一

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
三
号

　

令
和
三
年
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
議
決
を
経
た
令
和
三
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
予
算
ほ
か
十
四

件
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

1　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

一
般

会
計

予
算

　
令
和
3
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
1
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
529,083,121千

円
と
定
め
る
。

2
�　　歳

入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
継
続
費
）

第
�2
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
212条

第
1
項
の
規
定
に
よ
る
継
続
費
の
経
費

の
総
額
及
び
年
割
額
は
、
「
第
2
表
継
続
費
」
に
よ
る
。

（
繰
越
明
許
費
）

第
�3
条
　
地
方
自
治
法
第
213条

第
1
項
の
規
定
に
よ
り
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
経
費
は
、
「
第
 3 表

繰
越
明
許
費
」
に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
）

第
�4
条
　
地
方
自
治
法
第
214条

の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、
「
第
4
表
債
務
負
担
行
為
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
�5
条
　
地
方
自
治
法
第
230条

第
1
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目

的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、
「
第
5
表
地
方
債
」
に
よ
る
。

（
一
時
借
入
金
）

第
�6
条
　
地
方
自
治
法
第
235条

の
3
第
2
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
借
入
金
の
借
入
れ
の
最
高
額
は
、

150,000,000千
円
と
定
め
る
。

（
歳
出
予
算
の
流
用
）

第
�7
条
　
地
方
自
治
法
第
220条

第
2
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
歳
出
予
算
の
各
項
の
経
費
の
金
額

を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

　
⑴
�　
各
項
に
計
上
し
た
給
料
、
職
員
手
当
等
及
び
共
済
費
に
係
る
予
算
額
に
過
不
足
を
生
じ
た
場
合

に
お
け
る
同
一
款
内
で
の
こ
れ
ら
の
経
費
の
各
項
の
間
の
流
用
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県
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一
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令
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年
三
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一
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四
一



山
梨
県
公
報
号
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第
十
一
号　
　

令
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年
三
月
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一
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四
二



山
梨
県
公
報
号
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十
一
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令
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三
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三
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一
日
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三



山
梨
県
公
報
号
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第
十
一
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令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

四
四



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

四
五



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
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三
年
三
月
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日
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山
梨
県
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号
外　
　

第
十
一
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令
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三
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月
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一
日

四
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2　
令

和
3

年
度

山
梨

県
恩

賜
県

有
財

産
特

別
会

計
予

算
　
令
和
3
年
度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
1
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7,449,490千

円
と
定
め
る
｡

2
�　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」
に

よ
る
｡

（
地
方
債
）

第
�2
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
230条

第
1
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
方
債
の
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、
「
第
2
表
地

方
債
」
に
よ
る
｡
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〇
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〇



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
一

3　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

災
害

救
助

基
金

特
別

会
計

予
算

　
令
和
3
年
度
山
梨
県
災
害
救
助
基
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
1
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
257,622千

円
と
定
め
る
｡

2
 �　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
｡

（
地
方
債
）

第
�2
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
230条

第
1
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、
「
第
2
表

地
方
債
」
に
よ
る
｡



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
二



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
三

4　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

特
別

会
計

予
算

　
令
和
3
年
度
山
梨
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。
（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
1
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
134,243千

円
と
定
め
る
｡

2
　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」
に

　
よ
る
｡

（
債
務
負
担
行
為
）

第
�2
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
214条

の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行
為

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、
「
第
2
表
債
務
負
担
行
為
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
四



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
五

5　
令

和
3年

度
山

梨
県

中
小

企
業

近
代

化
資

金
特

別
会

計
予

算
　
令
和
3
年
度
山
梨
県
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
1
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2,436,707千

円
と
定
め
る
｡

 2��　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」
に

よ
る
｡

（
債
務
負
担
行
為
）

第
�2
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
214条

の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行
為

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、
「
第
 2 表

債
務
負
担
行
為
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
�3
条
　
地
方
自
治
法
第
230条

第
1
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目

的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、
「
第
3
表
地
方
債
」
に
よ
る
。
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年
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山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
七

6　
令

和
3

年
度

山
梨

県
市

町
村

振
興

資
金

特
別

会
計

予
算

　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
 1 条

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2,000,358千

円
と
定
め
る
｡

2
�　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
｡



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
八

7　
令

和
3

年
度

山
梨

県
県

税
証

紙
特

別
会

計
予

算
　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
県
税
証
紙
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
 1 条

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
980,945千

円
と
定
め
る
｡

 2�　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
｡



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

五
九

8　
令

和
3

年
度

山
梨

県
集

中
管

理
特

別
会

計
予

算
　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
 1 条

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
103,372,117千

円
と
定
め
る
｡

2
�　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
｡



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
〇

　

六
〇



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
一

9　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

林
業

・
木

材
産

業
改

善
資

金
特

別
会

計
予

算
　
令
和
3
年
度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。
（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
 1 条

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
84,012千

円
と
定
め
る
。

2
� 　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
二



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
三

10　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

公
債

管
理

特
別

会
計

予
算

　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
公
債
管
理
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
 1 条

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
126,867,399千

円
と
定
め
る
｡

2
�　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
1
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
｡

（
地
方
債
）

第
�2
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
230条

第
1
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、
「
第
2
表

地
方
債
」
に
よ
る
｡



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
四



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
五

11　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

国
民

健
康

保
険

特
別

会
計

予
算

　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
 1 条

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
76,307,435千

円
と
定
め
る
。

2
 �　
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
「
第
 1 表

歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
六



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
七



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
八

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
4,135,666千

円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

調
整
額
133,623千

円
、
減
債
積
立
金
105,921千

円
、
建
設
改
良
積
立
金
984,240千

円
、
地
域
文
化

振
興
等
積
立
金
1,705,334千

円
及
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
1,206,548千

円
で
補
塡
す
る
も

の
と
す
る
。）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

資
本
的
収
入

47,126千
円

第
1
項

固
定
資
産
売
却
代
金

10千
円

　
　
第
2
項

長
期
貸
付
金
償
還
金

 37,116千
円

　
　
第
3
項

国
庫

補
助

金
10,000千

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

資
本
的
支
出

4,182,792千
円

第
1
項

水
力
発
電
所
建
設
費

778,000千
円

　
　
第
2
項

小
水
力
発
電
所
建
設
費

 187,000千
円

　
　
第
3
項

水
力
発
電
設
備
改
良
費

1,305,967千
円

　
　
第
4
項

業
務
設
備
改
良
費

10,485千
円

　
　
第
5
項

事
業
外
設
備
改
良
費

1,099,395千
円

　
　
第
6
項

水
力
発
電
地
点
等
開
発
調
査
費

46,024千
円

　
　
第
7
項

企
業

債
償

還
金

105,921千
円

　
　
第
8
項

出
資

金
150,000千

円
　
　
第
9
項

繰
出

金
500,000千

円
（
継
続
費
）

第
 5 条

　
継
続
費
の
総
額
及
び
年
割
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

12　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

営
電

気
事

業
会

計
予

算
（
総
則
）

第
 1 条

　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
業
務
の
予
定
量
）

第
 2 条

　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

　
⑴
　
年
間
目
標
供
給
電
力
量

489,114,500キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
 3 条

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

電
気
事
業
収
益

5,033,115千
円

第
1
項

営
業
収
益

4,613,518千
円

　
　
第
2
項

財
務
収
益

 10,169千
円

　
　
第
3
項

事
業
外
収
益

409,398千
円

　
　
第
4
項

特
別
利
益

30千
円

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

電
気
事
業
費
用

4,684,257千
円

第
1
項

営
業
費
用

4,162,713千
円

　
　
第
2
項

財
務
費
用

 6,388千
円

　
　
第
3
項

事
業
外
費
用

510,126千
円

　
　
第
4
項

特
別
損
失

30千
円

　
　
第
5
項

予
備

費
5,000千

円
（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
�4
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

六
九

款
項

事
　
業
　
名

総
　
額

年
　
度

年
　
割
　
額

1　
電
気
事
業
費
用

1
営
業
費
用

野
呂
川
発
電
所

改
修
事
業

589,030千
円
令
和
3年
度

令
和
4年
度

589,030千
円

取
水
口
監
視
所

監
視
制
御
装
置

改
修
事
業

101,955千
円
令
和
3年
度

令
和
4年
度

101,955千
円

1　
資
本
的
支
出

3
水
力
発
電

設
備
改
良
費

野
呂
川
発
電
所

改
修
事
業

1,471,800千
円
令
和
3年
度

77,000千
円

令
和
4年
度

1,394,800千
円

取
水
口
監
視
所

監
視
制
御
装
置

改
修
事
業

493,900千
円
令
和
3年
度

令
和
4年
度

493,900千
円

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
�6
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
定

め
る
。

　
⑴
　
営
業
費
用
と
事
業
外
費
用
と
の
間

（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
�7
条
　
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
の
金
額
を
、
そ
れ
以
外
の
経
費
の
金
額
に
流
用

し
、
又
は
そ
れ
以
外
の
経
費
を
そ
の
経
費
の
金
額
に
流
用
す
る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
職
員
給
与
費
等

1,039,661千
円

（
た
な
卸
資
産
購
入
限
度
額
）

第
8
条
　
た
な
卸
資
産
の
購
入
限
度
額
は
、
274,527千

円
と
定
め
る
。

13　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

営
温

泉
事

業
会

計
予

算
（
総
則
）

第
 1 条

　
令
和
3
年
度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
業
務
の
予
定
量
）

第
 2 条

　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

　
⑴
　
給

湯
口

数
480口

　
⑵
年
間
総
給
湯
量

648,800立
方
メ
ー
ト
ル

　
⑶
一
日
平
均
給
湯
量

1,778立
方
メ
ー
ト
ル

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
 3 条

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

温
泉
事
業
収
益

131,023千
円

第
1
項

営
業

収
益

124,911千
円

　
　
第
2
項

営
業
外
収
益

 6,102千
円

　
　
第
3
項

特
別

利
益

10千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

温
泉
事
業
費
用

136,988千
円

第
1
項

営
業

費
用

128,496千
円

　
　
第
2
項

営
業
外
費
用

 7,152千
円

　
　
第
3
項

特
別

損
失

340千
円

　
　
第
4
項

予
備

費
1,000千

円
（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
�4
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
158,390千

円
は
、
建
設
改
良
積
立
金
27,500千

円
及
び
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
130,890千

円
で
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

資
本
的
収
入

10千
円

第
1
項

固
定
資
産
売
却
代
金

10千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

資
本
的
支
出

158,400千
円

第
1
項

温
泉
事
業
設
備
改
良
費

158,400千
円

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
�5
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
定

め
る
｡

　
⑴
　
営
業
費
用
と
営
業
外
費
用
と
の
間

（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
�6
条
　
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
の
金
額
を
、
そ
れ
以
外
の
経
費
の
金
額
に
流
用

し
、
又
は
そ
れ
以
外
の
経
費
を
そ
の
経
費
の
金
額
に
流
用
す
る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

七
〇

　
⑴
　
職
員
給
与
費
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 35,101千

円
（
た
な
卸
資
産
購
入
限
度
額
）

第
7
条
　
た
な
卸
資
産
の
購
入
限
度
額
は
、
1,243千

円
と
定
め
る
｡

14　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

営
地

域
振

興
事

業
会

計
予

算
（
総
則
）

第
 1 条

　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

（
業
務
の
予
定
量
）

第
 2 条

　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

　
⑴
　
丘
の
公
園
年
間
総
収
容
人
員
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 202,570人

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
 3 条

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

地
域
振
興
事
業
収
益

140,463千
円

第
1
項

営
業

収
益

140,400千
円

第
2
項

営
業
外
収
益

53千
円

第
3
項

特
別

利
益

10千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

地
域
振
興
事
業
費
用

140,255千
円

第
1
項

営
業

費
用

131,453千
円

第
2
項

営
業
外
費
用

7,792千
円

第
3
項

特
別

損
失

10千
円

第
4
項

予
備

費
1,000千

円
（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
�4
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
54,607千

円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
53,822千

円
及
び
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
785千

円
で
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
｡）｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

資
本
的
収
入

10千
円

第
1
項

固
定
資
産
売
却
代
金

10千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

資
本
的
支
出

54,617千
円

第
1
項

地
域
振
興
事
業
設
備
改
良
費

16,500千
円

第
2
項

他
会
計
借
入
金
償
還
金

37,117千
円

第
3
項

予
備

費
1,000千

円
（
一
時
借
入
金
）

第
 5 条

　
一
時
借
入
金
の
限
度
額
は
、
80,000千

円
と
定
め
る
｡

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
�6
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
定

め
る
｡

　
⑴
　
営
業
費
用
と
営
業
外
費
用
と
の
間

15　
令

和
 3 年

度
山

梨
県

流
域

下
水

道
事

業
会

計
予

算
（
総
則
）

第
 1 条

　
令
和
 3 年

度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
業
務
の
予
定
量
）

第
 2 条

　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
⑴
年
間
総
処
理
水
量

49,640,000㎥
　
⑵
1日
平
均
処
理
水
量

136,000㎥
　
⑶
流
域
関
連
市
町
村
数

19市
町
村

　
⑷
建
設
改
良
費

1,686,423千
円

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
 3 条

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

下
水
道
事
業
収
益

9,250,658千
円

第
1
項

営
業

収
益

3,726,846千
円

第
2
項

営
業
外
収
益

5,523,808千
円

第
3
項

特
別

利
益

4千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

下
水
道
事
業
費
用

9,249,621千
円

第
1
項

営
業

費
用

9,103,860千
円

第
2
項

営
業
外
費
用

144,760千
円

第
3
項

特
別

損
失

1千
円

第
4
項

予
備

費
1,000千

円
（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
�4
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
1,251,395千

円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

調
整
額
36,204千

円
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
238,481千

円
及
び
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

　

七
〇



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

七
一

資
金
976,710千

円
で
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
　

　
　

　
入

　
第
1
款

資
本
的
収
入

1,686,423千
円

第
1
項

企
業

債
350,000千

円
第
2
項

国
庫

補
助

金
859,343千

円
第
3
項

市
町

村
負

担
金

408,041千
円

第
4
項

他
　
会
　
計
　
補
　
助
　
金

69,039千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
　

　
　

　
出

　
第
1
款

資
本
的
支
出

2,937,818千
円

第
1
項

建
設

改
良

費
1,686,423千

円
第
2
項

企
業

債
償

還
金

1,251,395千
円

（
債
務
負
担
行
為
）

第
�5
条
　
債
務
負
担
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め

る
。

（
企
業
債
）

第
�6
条
　
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め

る
。



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
一
号　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

七
二

（
一
時
借
入
金
）

第
7
条
　
一
時
借
入
金
の
限
度
額
は
、
1,000,000千

円
と
定
め
る
。

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
�8
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
定

め
る
。

　
⑴
　
営
業
費
用
と
営
業
外
費
用
と
の
間

（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
�9
条
　
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
の
金
額
を
、
そ
れ
以
外
の
経
費
の
金
額
に
流
用

し
、
又
は
そ
れ
以
外
の
経
費
を
そ
の
経
費
の
金
額
に
流
用
す
る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
職
員
給
与
費
等
　
182,369千

円
（
他
会
計
か
ら
の
補
助
金
）

第
�10条

　
流
域
下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
及
び
施
設
整
備
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
こ
の
会
計
へ

補
助
を
受
け
る
金
額
は
、
1,699,634千

円
で
あ
る
。


